
③発寒移住記念碑

⑦「発寒屯田兵開拓居住の地」碑

※サクラドリ…ムクドリのこと。

⑤発寒屯田兵移住百年記念碑⑤発寒屯田兵移住百年記念碑 ⑥「恩給記念」碑⑥「恩給記念」碑

④「史蹟環状石垣之跡」碑④「史蹟環状石垣之跡」碑③発寒移住記念碑③発寒移住記念碑

　

北
海
道
開
拓
の
礎
と
し
て
、
琴

似
に
次
い
で
屯
田
兵
が
入
植
し
た

発
寒
。
こ
の
地
に
は
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
開
拓
関
連
の
碑
や
史
跡
の

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
幾
多
の
苦
労
を
重

ね
切
り
開
い
て
き
た
こ
の
地
は
、

時
代
と
と
も
に
姿
を
変
え
、
宅
地

化
が
進
行
し
、
工
業
団
地
に
見
ら

れ
る
各
種
工
場
が
建
ち
並
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

や
大
規
模
商
業
施
設
が
次
々
と
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

昔
の
面
影
を
残
す
も
の
は
少
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
古
く
か
ら
の
開
拓
地
で

あ
る
発
寒
に
つ
い
て
、
歴
史
を
刻

ん
だ
「
碑
」
を
中
心
に
振
り
返
り

ま
す
。

　

発
寒
の
地
名
は
、
こ
の
地
に
※サ

ク
ラ
ド
リ
が
群
生
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、ア
イ
ヌ
語
の「
ハ
チ
ャ
ム
・

ペ
ッ
」（
サ
ク
ラ
ド
リ
の
い
る
・

川
）
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
「
発
寒
」
の
漢
字
が
当
て

ら
れ
た
の
は
明
治
四
（
一
八
七

一
）
年
で
、
開
拓
使
に
よ
っ
て
正

式
な
地
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
発
寒
中
央
駅
か
ら
す
ぐ
の

と
こ
ろ
、
は
っ
さ
む
地
区
セ
ン
タ

ー
の
裏
手
に
あ
る
春
日
緑
地
。
こ

こ
に
は
二
基
の
碑
が
並
ん
で
い
ま

す
。
一
つ
は
「
②
永
田
休
蔵
之
碑
」、

も
う
一
つ
が
こ
の
碑
で
す
。
共
に
、

発
寒
の
地
に
開
拓
の
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
在
住
武
士
た
ち
を
記
念

し
た
碑
で
、
歴
史
的
に
由
緒
あ
る

も
の
で
す
。

　

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
、
幕

府
の
在
住
制
度
に
よ
り
、
山
岡
精

次
郎
、
永
田
休
蔵
ら
旗
本
・
御
家

人
な
ど
が
集
団
で
発
寒
に
入
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
後
の
屯
田
兵
制
度

の
基
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

こ
の
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
住
制
度
と
は
、
幕
府
が
武
士

を
北
海
道
に
送
り
、
開
墾
と
防
衛

の
た
め
に
定
住
さ
せ
た
制
度
の
こ

と
。
幕
府
は
、
夏
期
だ
け
役
人
を

出
張
さ
せ
る
「
勤
番
制
」
で
は
、

北
海
道
の
警
備
が
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
現
地
に
長
期
間
住

ま
わ
せ
る
方
法
を
採
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
で
の
生
活
は
、

住
居
こ
そ
あ
ら
か
じ
め
建
て
ら
れ

て
い
た
も
の
の
、
食
糧
な
ど
生
活

に
必
要
な
も
の
は
自
力
で
賄
う
と

い
う
、
極
め
て
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
在
住
武
士
ら
は
、
現
在
の
稲

荷
街
道
周
辺
に
入
植
し
、
農
民
を

募
集
し
て
開
拓
に
当
た
り
ま
し
た
。

所
在
＝
発
寒
一
〇
条
四
丁
目
春
日

緑
地
内
。
明
治
二
十
六
（
一
八
九

三
）
年
建
立
。

　　

北
海
道
開
拓
の
陰
に
は
先
人
た

ち
の
労
苦
が
あ
り
、
病
に
倒
れ
る

者
、
海
や
山
で
遭
難
す
る
者
も
い

ま
し
た
。

　

安
政
四
年
に
入
植
し
た
在
住
武

士
の
永
田
休
蔵
は
、
そ
の
年
の
十

一
月
、
不
幸
に
し
て
、
石
狩
に
あ

っ
た
役
所
か
ら
発
寒
に
帰
る
途
中
、

石
狩
浜
で
大
吹
雪
に
遭
い
波
に
さ

ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ

の
碑
は
、
志
半
ば
で
亡
く
な
っ
た

休
蔵
を
悼
み
、
屯
田
兵
の
子
孫
や

有
志
の
人
々
が
建
立
し
た
も
の
で

す
。

所
在
＝
発
寒
一
〇
条
四
丁
目
春
日

緑
地
内
。大
正
十
四（
一
九
二
五
）

年
建
立
。

　

発
寒
開
村
の
礎
と
な
っ
た
在
住

武
士
ら
を
し
の
び
、
そ
の
移
住
を

記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

住
武
士
や
屯
田
兵
の
入
植
以
前
か

ら
、
先
住
民
族
の
豊
か
な
文
化
が

築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
。

所
在
＝
発
寒
一
一
条
三
丁
目
発
寒

神
社
境
内
。
昭
和
四
十
三
（
一
九

六
八
）
年
建
立
。

　

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
、
稲

荷
街
道
を
中
心
に
、Ｊ
Ｒ
線
の
す

ぐ
南
側
に
、
琴
似
屯
田
兵
村
を
母

村
と
す
る
三
二
戸
の
発
寒
屯
田
兵

村
が
置
か
れ
、
本
格
的
な
開
拓
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
の
屯
田

兵
が
琴
似
に
入
植
し
た
翌
年
の
こ

と
で
し
た
。

碑
に
は
建
立
当
時
の
札
幌
市
長
・

高
田
富
與
が
在
住
武
士
の
入
植
に

つ
い
て
つ
づ
っ
た
文
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

所
在
＝
発
寒
一
一
条
三
丁
目
発
寒

神
社
境
内
。
昭
和
三
十
四
（
一
九

五
九
）
年
建
立
。

　

こ
の
史
蹟
は
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク

ル
と
も
呼
ば
れ
、
先
住
民
族
の
墳

墓
の
跡
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

発
寒
に
は
、
今
か
ら
約
七
千
年

前
の
縄
文
時
代
早
期
に
は
人
が
住

ん
で
い
た
と
み
ら
れ
、
発
寒
小
学

校
付
近
か
ら
石
器
・
土
器
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
先
住
民
族
の
文
化

を
今
に
残
す
史
蹟
に
よ
っ
て
、
在

★　
　

★　
　

★

発
寒
の
由
来

②
永
田
休
蔵
之
碑

③
発
寒
移
住
記
念
碑

④「
史
蹟
環
状
石
垣
之
跡
」碑

①
発
寒
開
村
紀
念
碑

碑
に
秘
め
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　

歴
史
の
跡

き　
ね
ん

⑤
発
寒
屯
田
兵
移
住
百
年

記
念
碑

▲春日緑地にある２つの碑。右が①発寒開村紀念碑、左が②永田休蔵之碑▲春日緑地にある２つの碑。右が①発寒開村紀念碑、左が②永田休蔵之碑

な
が
た　
き
ゅ
う
ぞ
う

し 

せ
き
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西消防署

発寒小学校
発寒神社

春日緑地
＝稲荷街道

＝発寒屯田兵村の
　あった場所
　（推定）

至　手稲

①

③④⑤⑥

②
はっさむ地区センター

JR発寒中央駅

至　札幌

桑園発寒通

新
琴
似
通

発寒
まちづくり
センター

⑦
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